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古
田
織
部
の
陶
工
た
ち

─
─
九
州
の「
へ
う
げ
も
の
」
高
取
焼
を
中
心
に
─
─
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古
田
織
部
好
み
の
焼
物
は
中
部
地
方
の
美
濃
焼（
織
部
・
志
野
）と
九
州
の
唐
津
焼
が
中
心
だ
が
、
九
州
に
は
も

う
一
つ
、
知
ら
れ
ざ
る
名
陶
高
取
焼
が
あ
る
。

　

そ
の
様
式
は
他
地
域
の
織
部
好
み
と
極
め
て
似
て
お
り
、
窯
印
も
同
一
の
も
の
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
陶

工
が
移
動
し
て
造
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
、
織
部
様
式
が
全
国
に
広
く
伝
播
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
興
味

深
い
の
は
、
そ
れ
ら
が
美
濃
の
技
法
を
完
全
に
踏
襲
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
加
味
さ
れ
た

違
い
の
中
に
、
当
地
の
大
名
た
ち
の
好
み
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
点
で
あ
る
。

　

本
書
で
は
、
美
濃
と
高
取
を
中
心
に
、
同
じ
形
状
の
焼
物
や
同
じ
窯
印
の
も
の
を
隣
り
合
わ
せ
で
掲
載
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
う
し
た
類
似
と
差
異
の
面
白
さ
に
光
を
当
て
る
。

　

古
田
織
部
の
下
で
活
躍
し
た
陶
工
た
ち
や
焼
物
商
の
実
像
が
浮
か
び
上
が
る
。 古

田
織
部
美
術
館
編 
古
田
織
部
の
陶
工
た
ち

宮
下
玄
覇
著

「
へ
う
げ
も
の
」
と
い
わ
れ
た
焼
物
ほ
か
、
漠
然
と
し
て
い
た
織
部
好
み
の
全
貌
を
、
豊
富
な
ビ
ジ
ュ
ア
ル
資
料
で
紹

介
し
、
織
部
の
世
界
を
再
現
す
る
。
カ
ラ
ー
図
版
２
５
０
点
掲
載
。
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第
一
章
「
織
部
高
取
」
を
焼
い
た
鷹
取
焼
焼
内
ヶ
磯
窯
／
第
二
章
高
取
焼
内
ヶ
磯
窯
と
各
地
の
窯
印
の
比
較
／
第
三
章
高
取
焼
内
ヶ
磯

窯
の
出
土
品（
小
山
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
／
〈
付
録
１
〉
古
田
織
部
関
係
陶
工
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窯
印
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〈
付
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２
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を
は
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の
花　
風
の
章
」
瀬
戸
の
陶
工

印
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〈
付
録
３
〉
「
別
所
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兵
衛
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書
」
抄
／
高
取
焼
内
ヶ
磯
窯
と
古
田
織
部
ゆ
か
り
の
陶
工
／
高
取
焼
内
ヶ
磯
窯
と
渡
り
陶
工

プ
ロ
ロ
ー
グ
利
休
兵
部
そ
し
て
織
部
へ
／
織
部
好
の
露
地
・
茶
室
／
織
部
茶
会
再
現
／
織
部
好
の
茶
道
具
／
織
部
自
作
の
茶
道
具
／
エ

ピ
ロ
ー
グ
織
部
好
の
特
徴
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